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当時の日本記録である8連続Sとシーズン30Sを達成、リーグ最多セーブを記録する。
さらに規定投球回に達し最優秀防御率のタイトルも獲得。
1983年には10勝8敗22Sで最優秀救援投手のタイトルを獲得。
1986年には2度目の最優秀救援投手となる。
しかし、1988年の開幕直後に右膝半月板を損傷し、先発投手に再転向。
7月3日の対中日戦で、右投手では史上初、左右あわせても史上3人目の通算100勝100Sを達成する。
1993年には投手兼任コーチに就任するも持病の右膝痛が悪化し
（主治医には「60歳代の膝と同じ状態」と言われた）、現役引退を表明。
10月20日の対ヤクルト戦で通算600試合登板を果たし、
2日後の10月22日の対広島戦で現役最終登板。

引退後は1994年～1995年フジテレビの解説者、1996年～1999年横浜一軍投手コーチ、
2000年～2006年フジテレビおよびニッポン放送解説者、
2007年～2008年、横浜一軍投手チーフコーチに復帰。
2009年からは再びフジテレビ、テレビ神奈川の解説者として活躍中。




